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園 回 ナミズ
今年も晴天の下、長田神社境内にて第四回ハナミズキ祭を開催しました。このハナミズキ祭は長田

四大祭の1つ、轡のお祭で、長田区の木「ハナミズキ」を皆さんに広く知っていただく目的とともに、

和の雰囲気ある祭を楽しんでいただこうと開催しています。

ゴールデンウィーク前のこの季節に、高速長田駅から宮

川9丁目までと区役所前の通で、白とピンクの花が訪れ

る方尺の目を楽しませてくれます。ハナミズキの花言葉

は「返礼」。平成15年10月に区の木を公勢しましたが、

いくつかの候補の中から、「震災から復興にかけてたくさ

んの支援をしていただいた方尺へのお礼を込めて」決定

されました。

今回の祭の中で「ハナミズキ絵はがきを贈りましょう」

というコーナーを設けました。ハナミズキの花言葉「返

礼」にかけて、普段いえないありがとうをハナミズキ絵

はがきに書いて送りませんか、という趣旨で、ご記入い

ただいたはがき

は区役所でお預 ・--1心 ．

かりして後日発

送する、というも

のです。このコー

ナーの受付を震

災資料室の資料

整理をして下さ

っている神戸学院大学の水本ゼミの皆さんがお手伝いく

ださいました。手●きのポップでコーナーを PRしてく

ださった皆さんのおかげで、たくさんのはがきがポスト

に投函されました。水本ゼミの皆さん本当にありがとう

ございました。このほかにも婦人会、常盤大学、常盤高

校、ハナミズキ倶楽部の皆さんなど多方面のご協力を得＼I山古志村 人口 2,107人
て、盛況のうちに終えることができました、この場を借り

て御礼申し上げます。

山古志ふたたび

寄贈されました

このたび冊子「山古志ふたたび」

「災害と資料、第2号」「新潟大学広

報誌」が新潟大学人文学部教授 矢

田俊夫さんより寄贈された。冊子に

は「山古志村は名の通り、大小の山

の重なり合った山地で地滑りの多発

地帯で積雪も 4メートルを超えるこ

ともある豪雪地帯だ。」ー一「山が勤

いた」 2004 （平成16)年10 

月 23日午後5時56分、中越地区

に震度7の地震が襲った。

大きな揺れに加えて地滑りが多発

し、集落が孤立し山古志の人々は全

員がヘリコプターで避難した。道路、

ライフライン、農地、養鯉池などの

生活基盤、そして暮らし、伝統、文

化すべてが破壊された。しかし、ふ

るさとを思う山古志の人々は村に戻

り生活を取り戻し、新しい山古志を

築き始めている」と記されている。

阪神淡路大震災の聞き取り調査にご協力ください。



阪神大震災と長田区の人口動態

丸山地区の人口 ヽ 雲雀 ヶ丘

1965年 1975年 1985年 1990年

世帯数 80 632 646 561 

人口 289 2,388 1,931 1,749 

男 146 1,273 1,030 878 

女 143 1, 115 901 871 

区人口 214,345 185,974 148,590 136,884 

第 4グループ（震災で増えて以後減少）に

属する雲雀ヶ丘が国勢調査の町通に登場する

のは19 6 5（昭和40)年からで、当時2.

3丁目は未だ居住者はおらず、 1丁目に80 

世帯28 9人が記録されている。区全体の人

口のピークが 19 6 5年

なので 10年遅れての到

来となる。

1T目

2T目

'65 

80 

4回の国勢調査を比較して⑮

1995年 2000年 2005年x X 
600 448 408 0. 73 0.65 

1,785 1, 175 1,035 0.59 0.43 

876 580 479 0.55 0.38 

909 595 556 0.64 0.50 

96,807 105,464 103,771 0. 76 0.56 

'75 

78 

91 

転換していく中で炭鉱離職者の受け皿住宅と

して建設された。

各Tの世帯数の変化は下表のとおりで、 3

丁目の2005年は19 7 5年の41％にな

っている。

《 世帯数の変化 》

'85 '90 ‘95 '00 '05 IX. 
206 149 148 131 146 0. 71 

89 93 94 81 74 0. 79 

この地区は南向きの斜

面に拓かれた街で区の北

端に位置し、隣は「ひよど

りごえ森林公園」で北区山

田町下谷上に続き、古くは

長田村ロ一里山の一部で

あった。因みに周辺の町名

3丁目 463 351 319 358 236 188 0.41 

は鶯町、萩乃町、鹿松町等である。

戸建の多い町であるがlT目に中層の市営

住宅と県警待機宿舎があり、 3丁目には県警

待機宿舎と 19 6 5年代の初めに建てられた

雇用促進住宅が 5棟200戸ある。この住宅

は日本のエネルギー政策が、石炭から石油へ

震災の年、り災状況は17％と少なかった

ため、被災者を受け入れた結果世帯数で39 

世帯、人口で39人増えており、雇用促進住

宅の果たした役割は大きかった。


